
識別章の識別番号の指定等について
（平成14年９月10日岩警第1350号警察本部長）

〔沿革〕 平成18年３月岩警第325号、20年３月第417号、21年３月第328号、27年３月第347号改正

各 部 長

首 席 監 察 官

各 所 属 長

警察官等に対する被服の支給及び装備品の貸与に関する条例（昭和29年岩手県条例第35

号）の一部改正に伴い、平成14年10月１日から警察官に対して識別章を貸与するが、識別

章の識別番号の指定等について、次のとおりとするので、事務処理上、遺漏のないように

されたい。

記

１ 識別番号

識別章（本体及び番号標をいう ）の番号標に表示する識別番号は、次により警察官。

ごとに指定するものとする。

(１) 識別番号のアルファベットは、所属等ごとに別表の所属等名欄に定めるとおりと

すること。

(２) 識別番号の数字は 「001」から所属の警察官の数に応じた番号までの数字につ、

いて 「001」を所属長に充て、以後順番に階級の上位にある者から充てること。この、

場合、階級が同一であるときは、本部長が別に定める配置基準に基づき作成された事

務分掌表の記載順に充てること。

２ 識別番号の指定替え

識別番号は、原則として人事異動の際に指定替えを行うこととし、指定及び指定替え

は、所属長が所属警察官について行うこと。

なお、指定替えは、年度末人事異動の場合はすべての所属警察官について行い、年度

途中の人事異動等の場合は、識別番号に欠番があるときはその識別番号に、欠番がない

ときは識別番号を追加してこれに指定替えするものとする。

また、警察官は制服で勤務するときは識別章を着装するものであることから、勤務に

際して識別番号が指定されていないことのないよう、指定替えは速やかに行うこと。

３ 識別番号の管理

(１) 所属長は 識別番号を指定又は指定替えしたときは これを識別番号指定台帳 様、 、 （

式）に整理し、警察官個々の識別番号が直ちに明らかになるようにするとともに、そ

の写しを速やかに警務部警務課長に送付すること。

(２) 警務部警務課長は、各所属ごとの指定状況を速やかに整理すること。



別表

所 属 等 名 アルファベット

本 部 長 ＡＡ

警 務 部 警 務 部 長 ＢＡ

総 務 課 ＢＢ

警 務 課 ＢＣ

人 財 育 成 課 ＢＩ

県 民 課 ＢＤ

会 計 課 ＢＥ

厚 生 課 ＢＦ

監 察 課 ＢＧ

情 報 管 理 課 ＢＨ

生 活 安 全 部 生 活 安 全 部 長 ＣＡ

生 活 安 全 企 画 課 ＣＢ

地 域 課 ＣＣ

通 信 指 令 課 ＣＦ

少 年 課 ＣＤ

生 活 環 境 課 ＣＥ

刑 事 部 刑 事 部 長 ＤＡ

刑 事 企 画 課 ＤＦ

捜 査 第 一 課 ＤＢ

捜 査 第 二 課 ＤＣ

組 織 犯 罪 対 策 課 ＤＨ

鑑 識 課 ＤＤ

科 学 捜 査 研 究 所 ＤＥ

機 動 捜 査 隊 ＤＧ

交 通 部 交 通 部 長 ＥＡ

交 通 企 画 課 ＥＢ

交 通 規 制 課 ＥＣ

交 通 指 導 課 ＥＤ

運 転 免 許 課 ＥＥ

交 通 機 動 隊 ＥＦ

高 速 道 路 交 通 警 察 隊 ＥＧ

警 備 部 警 備 部 長 ＦＡ

公 安 課 ＦＢ

警 備 課 ＦＣ

国 体 対 策 課 ＦＥ

機 動 隊 ＦＤ

警 察 学 校 ＧＡ

教 育 訓 練 者 ＧＢ

警 察 署 盛 岡 東 警 察 署 ＳＡ

盛 岡 西 警 察 署 ＳＢ



岩 手 警 察 署 ＳＣ

紫 波 警 察 署 ＳＤ

花 巻 警 察 署 ＳＥ

北 上 警 察 署 ＳＦ

水 沢 警 察 署 ＳＧ

江 刺 警 察 署 ＳＨ

一 関 警 察 署 ＳＩ

千 厩 警 察 署 ＳＪ

大 船 渡 警 察 署 ＳＫ

遠 野 警 察 署 ＳＬ

釜 石 警 察 署 ＳＭ

宮 古 警 察 署 ＳＮ

岩 泉 警 察 署 ＳＯ

久 慈 警 察 署 ＳＰ

二 戸 警 察 署 ＳＱ

備考１ 首席監察官及び留置管理官のアルファベットは、警務部長の項に定めるアルファ

ベットとする。

２ 所属の職を兼務する監察官のアルファベットは、当該所属の項に定めるアルファ

ベットとし、所属の職を兼務しない監察官のアルファベットは、監察課の項に定め

るアルファベットとする。


